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◎

会
昌
廃
仏
後

の
華
厳

の
江
南
伝
播
と
禅

1
李
通
玄
と
神
異
を
中
心
に
ー

金

井

徳

幸

剛

階
唐
仏
教
と
宋
元
仏
教
が
二
大
別
さ
れ
、
後
者
が
江
南
呉
越

の
地
を
淵
叢
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
す
で
に
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
こ
こ
に

五
台
山
の
華
厳
が
ど
の
よ
う
に
影
響
し
て
い
る
か
。
ま
た
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
華
厳
で
あ

っ
た
の
か
。
そ
し
て
更

に
禅
と
華
厳
は
ど
の
よ

う
な
関
係
で
展
開
し
た
の
か
。
以
上
の
諸
点
に
つ
い
て
、

一
部
で
は
あ
る
が
検
討
し
て
み
た
い
と
思
う
。

会

昌
の
廃
仏
に
つ
い
て
、
李
節
は
、
仏
像
と
い
わ
ず
経
典
と
い
わ
ず
御
史
に
命
じ
、
駅
に
乗
じ
天
下
に
走
り
、
敢

て
穏
匿
す
る
者
を
察

し
、
こ
れ
を
罪
と
し
、
こ
れ
よ
り
天
下
の
名
祠

・
珍
宇
殿
撤
掃
く
が
ご
と
し
、
と
い
っ
て
い
る
。
ま
た
続
い
て
、
湖
南
以
南
の
遠
人
は
、

法
を
畏
れ
朝
廷
の
建
前
を
斜
酌
で
き
ず
、
時
に
書
像
を
焚
撒
し
て
、
ほ
と
ん
ど
遺
す
も
の
な
く
、
従

っ
て
、
仏
教
を
再
び
許
し
て
制
立
し

た
時
に
、
そ
の
書
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
か

っ
た
、
と
も
い
う
。
当
時
の
仏
教
の
代
表
の

一
つ
た
る
華
厳
も
、
関
係
経
典
の
散
侠
は
著
し

い
も
の
が
あ

っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
し
か
し
会
昌
の
廃
仏
後
、
華
厳
が
実
践
的
側
面
を
強
化
し
て
、
民
衆
の
中
に
根

を
下
し
て
い

っ
た
努

力
は
注
目
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
霊
威
や
神
異
に
包
ま
れ
た
五
台
山
の
文
殊
信
仰
や
、

『
華
厳
経
』
の
転
諦
と
い
っ
た
行
動



的
な
面
が
目
立

っ
て
く
る
。
華
厳
が
こ
の
よ
う
な
傾
向
を
強
化
し
た
後
、
五
代
の
君
主
と
結
合
し
、
民
衆
の
信
仰
を
獲
得
し
た
の
は
、
会

昌
の
廃
仏
で
退
潮
し
た
ど
こ
ろ
で
は
な
か

っ
た
。
よ
り
強
固
に
勢
力
の
拡
張
が
続
い
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
禅
は
こ
の
い
わ
ば
蘇
生
し
た

華
厳

の
実
践
面
と
対
決
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
と
い
え
よ
う
。
五
台
山
の
神
異
を
南
宗
禅
の
立
場
か
ら
否
定
と
超
克
に
努
力
し
た
の
は
、

臨
済
義
玄
で
あ
り
趙
州
従
論
で
あ

っ
た
。

一
方
南
宗
禅
が
江
南
で
弘
が
る
に
は
、
そ
の
地
の
支
配
者
が
、
華
厳
の
、
特

に
五
台
山
文
殊
信

仰
の
信
奉
者
で
あ

っ
た
か
ら
、
こ
れ
を
如
何
に
と
り
込
む
か
が
基
本
的
課
題
で
あ

っ
た
。
こ
れ
に
応
え
た
の
が
法
眼
文
益

・
天
台
徳
紹
で

あ

っ
た
と
み
ら
れ
る
。

小
論
で
は
先
ず
、
文
殊
の
神
異
や
五
台
山
の
霊
異
に
彩
ら
れ
た
華
厳
が
、
李
通
玄
を
中
心
に
ど
の
よ
う
に
展
開
し
、
後
代
に
引
き
継
が

れ
て
い
く
か
を
、
極
く
限
ら
れ
た
局
面
な
が
ら
み
て
い
き
た
い
と
思
う
。

二
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李
通
玄
の

『華
厳
経
論
』
が
、
呉
越
の
地

へ
流
伝
し
た
こ
と
は
、
会
昌
廃
仏
後
の
華
厳
宗
の
重
要
な
動
向
を
示
す
も
の
と
し
て
重
視
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
高
峰
了
州
氏
は

「李
通
玄
は
、
華
厳
の
伝
統
か
ら
離
れ
、
ま
た
禅
門
の
流
れ
を
汲
む
も
の
で
も
な
い
け
れ
ど
も
、

そ
の
独
自
の
華
厳
思
想
は
、
後
世
多
く
禅
に
影
響
す
る
の
み
な
ら
ず
、
彼
自
身
の
念
仏
も
ま
た
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
る
の
で
あ
る
」
と
思
想

史
上

の
位
置
づ
け
を
行
な

っ
て
い
る
。
ま
た
亀
谷
聖
馨

・
河
野
法
雲
氏
は
、
李
通
玄
の
取
る
べ
き
と
こ
ろ
は
、
華
厳
を
も

っ
て
多
く
行
門

実
践
的
に
釈
す
る
点
に
あ
り
と
し
、
華
厳
を
実
践
的
な
も
の
に
発
展
せ
し
め
た
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
は
、
特
に
注
目
さ
れ
る
。
更

に
、
入
法
界
品
の
初
め
の
文
殊
を
釈
す
る
に
妙
慧
の
司
と
な
し
、
普
賢
を
以
て
円
融
妙
行
の
司
と
定
め
、
こ
の
二
菩
薩
を
妙
慧
妙
行
に
配

す
、
と
す
る
。
我
が
国
の
明
恵

(慧
)
上
人
と
李
通
玄
に
つ
い
て
も
ふ
れ
、
上
人
は
し
き
り
に
李
通
玄
を
崇
拝
し
、
其

の
著
述
中

『合
論
』

を
祖

述
す
る
こ
と
甚
だ
多
し
、
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
同
じ
点
を
強
調
し
て
、
鎌
田
茂
雄
氏
は
李
通
玄
は
法
蔵
の
貴
族
主
族
的
立
場
に
あ

き
た
ら
ず
し
て
、
華
厳

の
本
意
を
入
法
界
品
の
思
想
に
お
い
て
把
握
し
、
修
道
者
の
側
か
ら
真
理
に
到
達
し
よ
う
と
す
る
凡
夫
の
立
場
を
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表
わ
す
も
の
と
し
た
の
が
、
李
通
玄
で
あ
り
、
李
通
玄
の
実
践
的
優
位
の
思
想
は
、
法
蔵
の
立
場
に
対
す
る
反
抗
で
も
あ

っ
た
、
と
述
べ

の

ら

れ

て

い
る

。

　

李
通
玄
に
つ
い
て
は

「釈
大
方
広
仏
新
華
厳
経
論
主
李
長
者
事
　
」
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
。
次
に
こ
れ
を
要
約
し

て
、
李
通
玄
の
神
異

的
側
面
に
ふ
れ
、
次
い
で
李
通
玄
の
所
論
の
伝
播
に
つ
い
て
述
べ
た
い
と
思
う
。
李
長
者
誰
通
玄
は
、
槍
州
の
人
で
開
元
二
十
七
年

(七

三
九
)
三
月
、
笈
を
負
い
太
原
干
県
の
西
四
十
里
同
頴
郷
に
至
り
、
賢
者
高
山
奴
と
会
い
、
請
わ
れ
て
安
居
し
常
に
喪

・
柏
葉
を
食
し
、

人
と
交
ら
ず
独
居
し
て
い
た
と
い
う
。
後
、
南
五
六
里
の
馬
氏
の
古
仏
堂
に
来
て
土
室
を

つ
く
り
、
十

一
年
間
居
住
し
た
。
次
に
二
十
里

離
れ
た
韓
氏
の
別
業
を
借
り
、
こ
こ
で

一
虎
に
逢
う
。
虎
は
道
に
馳
伏
し
て
李
長
者
を
待

っ
た
。
李
は
こ
れ
に
語

っ
て
い
う
に
は
、
吾
将

に
論
を
著
し
て

『
華
厳
経
』
を
釈
せ
ん
と
す
。
吾
と
棲
み
止
処
せ
よ
と
命
ず
る
。
虎
に
導
か
れ
た
寵
は
広
く
清
潔
で
あ

っ
た
が
水
が
な
か

っ
た
。
し
か
し
李
が
初
め
て
来
た
夕
刻
風
雷
が
に
わ
か
に
起
り
、
古
松
を
抜
き
去

っ
た
。
そ
の
松
根
の
下
に

一
潭
を
生
じ
た
と
い
う
。
ま

た
李
は
、
論
を
製
す
る
夕
闇
に
口
か
ら
白
光
を
出
し
て
燈
燭
に
代
え
た
と
い
う
。
か
く
の
ご
と
き
記
述
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
李
通
玄
の

周
辺
は
、
神
異
的
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
い
た
。
塚
本
俊
孝
氏
も
、
李
通
玄
は
唐
の
宗
室
の
子
と
さ
れ
、
五
台
山
文
殊
信
仰
と
結
び
つ
い
た

⑥

多
く
の
奇
跡
を
伝
え
た
居
士
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

続
い
て
同
書
に
李
通
玄
が
つ
く

っ
た

『華
厳
経
論
』
の
流
伝
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。

至
大
暦
九
年

(七
七
四
)
二
月
六
日
、
有
僧
広
超
、
於
逝
多
蘭
若
、
獲
長
者
所
著
論
二
部
、

一
是
大
方
広
仏
新
華
厳
経
論
四
十
巻
、

一

是
十
二
縁
生
解
迷
顕
智
成
悲
十
明
論

一
巻
、
伝
写
揚
顕
、
偏
於
井
扮
、
広
超
門
人
道
光
能
継
師
志
、
肩
負
二
論
、
同
遊
燕
趙
、
昭
示
潅

洒
、
使
後
代
南
北
学
人
悉
得
参
閲
論
文
、
宗
承
長
者
、
皆
超
光
二
僧
流
布
之
功
耳
、
(中
略
)
又
於
寿
陽
南
解
愁
村

、
遇
李
士
源
者
乃
伝

論
、
僧
広
超
之
猶
子
也
、
示
長
者
真
容
図
、
謄
礼
而
廻
斯
、
為
満
願
　
、

と
あ
り
、
僧
広
超
が
井
州

・
扮
州
に
顕
揚
し
て
、
広
超
の
門
人
道
光
が
師
の
志
を
継
い
で
、
河
北
に
も
、
潅
洒

(江
蘇
)
の
地
に
も
昭
示

し
た
と
い
う
。
こ
の
広
超

・
道
光
の
二
僧
の
活
動
に
よ

っ
て
、
南
北
の
学
仏
者
は
、
李
長
者
の
論
を
参
閲
し
て
長
者
を
宗
主
と
し
て
発
展
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せ
し
め
る
こ
と
が
可
能
に
な

っ
た
と
い
う
。
ま
た
寿
陽

(山
西
省

・
平
安
県
)
の
南
、
解
愁
村

に
僧
広
超
の
猶
子
李
士
源
が
い
て
、
李
長

者
の
絵
を
謄
礼
し
て
こ
れ
を
回
り
祈
奉
し
て
い
た
と
い
う
。
論
の
流
布
と
と
も
に
李
通
玄
そ
の
人
が
ま
た
信
仰
の
対
象
に
な
り

つ
つ
あ

っ

た
こ
と
が
分
る
。

ゆ

次
に

「
大
方
広
仏
華
厳
経
合
論
序
」
に
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

大
中
載
、
有
高
僧
志
寧
、
緬
思
後
進
之
披
尋
難
測
法
門
之
豊
富
、
遂
合
経
論
、

と
あ

っ
て
大
中

の
年

(八
四
七
～
八
六
〇
)
に
志
寧
は
、

『華
厳
経
論
』
が
後
進
の
披
尋
に
不
便
で
あ
る
の
で
作
成
し
た
と
い
い
、
更
に

続
け

て
、

志
寧
錐
不
親
観
造
論
、
皆
愚
人
世
盛
伝
、
覧
此
論
文
、
梢
似
得
其
大
意
、
今
見
此
方
君
子
好
善
之
流
、
以
論
与
経
難
為
和
合
、
志
寧
不

揆
衰
遭
才
無
能
為
、
今
将
論
文
注
於
経
下
、
使
後
之
覧
者
無
費
乃
心
、
纏
如
開
経
、
便
得
見
論
、

と
あ

る
よ
う
に
、
今
李
通
玄
の
論
と

『華
厳
経
』
が
照
合
に
不
便
で
あ
る
の
で
、
経
下
に
注
し
て
後
世
の
覧
者
が
心
を
費
す
こ
と
な
く
、

経
を
開
け
ば
す
ぐ
に
そ
の
部
に
関
す
る
論
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
と
い
う
。
会
昌
廃
仏
後
、
大
中
年
間
福
建
の
僧
志
寧
が
精

力
的

に
李
通
玄
の
論
と
、
本
体

で
あ
る

『華
厳
経
』
を
照
応
さ
せ
て
、

『
合
論
』
と
い
う
便
覧
を
つ
く

っ
た
わ
け
で
あ

る
。
更
に
そ
の
後

の
こ
と
に
つ
い
て
、
塚
本
俊
孝
氏
は
、
後
凡
そ
百
二
十
二
年
を
経
て
、
宋
初
の
乾
徳
五
年

(九
六
七
)
呉
越
国
の
慧
研
が
漏
略
を
整
え
、

こ
れ
を
南
唐
王
室
の
尊
崇
あ
く
な
き
法
眼
の
高
弟
徳
紹
門
下
の
永
安
が
版
木
に
刻
ん
で
流
通
さ
せ
て
い
る
の
は
、
徳
紹

門
下
に
あ
っ
て
重

ん
ぜ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
る
、
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
法
眼
文
益
と
李
通
玄
と
の
関
連
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
文
益
は
広
く

教
経
に
精
通
し
、
特
に
華
厳
円
融
の
奥
義
に
悟
る
と
こ
ろ
が
あ

っ
た
。
ま
た
文
益
は
杜
順
の
法
界
観
門
を
引
い
て
教
禅
を
打
し
て

一
団
と

し
た
と
い
う
。

柳
田
聖
山
氏
は
、

一
般
に
江
南
地
方
に
盛
え
た
禅
が
河
北
に
比
し
て
比
較
的
平
穏
無
事
で
、
文
益
等
は
古
典
主
義
的
性
格
を
多
分
に
有

し
、
宗
密
以
来
の
教
禅

一
致
の
思
想
が
濃
厚
で
あ
る
、
と
い
わ
れ
る
。

『
宋
高
僧
伝
』
巻
十
三
に
、
銭
塘
の
慧
日
永
明
寺
の
僧
道
潜
に
つ
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い
て
次
の
記
事
が
み
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
道
潜
は
、
五
台
山
に
入
り
修
道
に
精
恪
し
た
結
果
文
殊
の
聖
容
を
み
る
こ
と
が
で
き
た
。
の
ち

文
益
に
見
え
心
要
を
明
ら
か
に
し
、
衙
州

(漸
江
省
)
の
古
寺
に
住
し
た
。
宴
坐
の
中
に
文
殊
が
か
た
ち
を
現
じ
、
覚
え
ず
作
礼
し
た
。

道
潜
の
営
為
に
関
連
し
て
、
文
益
と
五
台
山
の
神
異
に
同

一
の
基
盤
が
想
定
で
き
る
。

五
台
山
を
あ
ぐ
る
神
異
や
、
文
殊
信
仰
、
教
禅

一
致
の
実
情
、
果
て
は
民
衆
と
の
関
り
合

い
に
つ
い
て

一
層
明
ら

か
に
し
て
く
れ
る
の

が
、
李
通
玄
と
関
係
の
深
い
わ
が
国
の
明
恵
上
人
で
あ
る
。

『栂
尾
明
恵
上
人
伝
』
巻
上
に
よ
れ
ば
、

声
ヲ
励
シ
テ
経
ヲ
講

ス
ル
処

二
眼
上
忽
光
リ
耀
ケ
リ
目
ヲ
挙
テ
見
二
虚
空

二
浮
ビ
テ
現

二
文
殊
師
利
菩
薩
身
金
色

ニ
シ
テ
金
獅
子

二
乗

シ
テ
影
向
シ
給

ヘ
リ

と
あ
り
、
ま
た
上
人
が
紀
州
に
住
し
た
時
、

愛

二
上
人
哀
ミ

ニ
不
堪
シ
テ

一
龍
ヲ
バ
加
持

シ
テ
海
中

二
入
レ
、

一
龍
ヲ
バ
壇
上

二
安
ジ
テ
祈
請
ヲ
致
シ
、
(中
略
)
別
訳
ノ

「華
厳
世

主
妙
厳
品
」
ヲ
転
読
セ
シ
ム
、
第
三
日
ノ
未
刻

二
至
テ
、
大
雨
降

ル
コ
ト
三
日
也
、
万
民
悦
合
ル
コ
ト
無
レ限
、

其
近
隣
里
人
多
ク
夢

二
見
ケ
ル
ハ
、
上
人
ノ
草
奄
ノ
上
ヨ
リ
ニ
龍
空

二
登
テ
、

一
龍

ハ
水
ヲ
天

二
麗
キ
、

一
龍

ハ
止
二
洪
水
↓
田
ヲ
損

セ
ジ
ト
シ
給
フ
ト
見

ル
由
申
合

ニ
ケ
リ
、

と
あ
り
、
神
異
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
、

「
高
僧
等
ノ
神
異

ハ
不
可
思
議

ニ
テ
」
と
い
う
上
人
の
言
葉
が
あ
る
が
、
当
時
の
華
厳
が
神
異

を
重
視
し
た
雰
囲
気
が
よ
く
表
現
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
自
宗
に
お
い
て
明
か
に
出
来
な
い
理
が
あ
れ
ば
、
禅
僧
に
相
談
す
れ
ば
益
が
あ
る

と

い
い
、
上
人
自
身
が
圭
峰
禅
師
の

『
円
覚
経
略
疏
」
四
巻
に
自
ら
訓
点
を
加
え
、
特
に

「
円
覚
普
眼
章
」
の
尋
思
如
実
観
並
び
に
三
重

⑩

法

界
観
等
に
よ
り
結
業
禅
訥
し
た
と
い
う
。

文
益
を
継
ぐ
天
台
徳
紹
は
、
華
厳
と
よ
り
濃
密
に
接
触
し
、
と
り
わ
け
李
通
玄

へ
の
思
慕
を
強
め
、
彼
自
身
神
異

の
性
格
を
濃
厚
に
も

っ
た
の
で
あ
る
。
畑
中
浄
円
氏
は
、
徳
紹
は
臨
川
の
疎
山
に
あ

っ
て
、

「
四
大
等
頒
略
』

・

『華
厳
長
者
論
」
を
著
し
た
光
仁
禅
師
に
参

禅

し
た
こ
と
を
述
べ
ら
れ
、
ま
た
徳
紹
は
あ
く
ま
で
行
化
の
人
で
あ

っ
て
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
神
異
的
性
格
を
も

っ
て
い
た
と
さ
れ
る
。
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前
掲
徳
紹
門
下
の
永
安
に
つ
い
て
、

『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
二
十
六
に
、

天
台
紹
嗣
永
安
、
杭
州
報
恩
光
教
寺
第
五
世
、

(中
略
)
後
唐
天
成
中

(九
二
六
～
九
三
〇
)
随
本
師
入
国
、
呉
越
忠
灘
王
命
征
為
僧

正
、
(中
略
)
師
以
華
厳
李
長
者
釈
論
旨
趣
宏
奥
、
因
将
合
経
成
百
二
十
巻
、
離
印
偏
行
天
下
、

と
あ

っ
て
、
徳
紹
に
従
う
永
安
は
、
李
通
玄
の
論
を
彫
印
し
て
流
布
し
た
。
呉
越
王
忠
灘
と
の
関
係
は
見
逃
す
こ
と
が

で
き
な
い
点
で
あ

る
。
王
の
強
力
な
援
助
が
あ

っ
て
は
じ
め
て
可
能
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
文
益
と
南
唐
の
宗
室
と
の
関
係
は
特
に
密
接
で
あ
る
が
、
南

唐
の
王
室
は
華
厳
と
の
関
係
が
深
く
李
通
玄
と
も
ま
た
つ
な
が
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

初
烈
祖

(紹
昇
、
九
三
七
～
九
四
七
)
輔
呉
、
呉
都
広
陵
、
而
烈
祖
居
建
業
、
大
築
其
居
窮
極
、
土
木
之
功
既
成
、
用
浮
屠
説
、
(中
略
)

烈
祖
召
予
章
龍
興
寺
僧
智
玄
、
訳
其
労
行
之
書
、
又
命
文
房
、
書
華
厳
論
四
十
部
、
奮
秩
副
焉
、
井
図
写
製
論
李
長
者
像
、
班
之
境
内
、

oo

此
事
仏
之
権
輿
也
、
然
烈
祖
未
甚
惑
、

と
あ

る
よ
う
に
、
南
唐
の
烈
祖
は
建
業
に
居
し
仏
教
を
大
い
に
信
奉
し
た
が
、
そ
の
内
容
は
李
通
玄
の

『
華
厳
経
論
』

へ
の
傾
倒
で
あ

っ

た
こ
と
が
分
る
。
ま
た
李
通
玄
そ
の
人

へ
の
信
奉
も
あ

っ
た
。
李
通
玄
の
像
を
描
い
て
領
内
に
頒
布
し
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
は
支
配
下

の
民
衆
に
幅
広
い
信
仰
を
惹
起
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。

『
紹
熈
雲
間
志
』
巻
中
に
、

『
華
厳
合
論
』
が
江
南
に
伝
播
し
た
実
例
を
示
す
も
の
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
江
蘇
省
松
江
県
華
亭
に
あ

っ

た
明
行
院
に
、

蔵
乗
二
千
余
巻
、
喪
柏
大
士
華
厳
合
論
在
焉
、

と
あ
り
、
蔵
経
二
千
余
巻
の
う
ち
李
通
玄
の
論
の
便
覧
で
あ
る
志
寧
の

『合
論
」
の
存
在
が
特
筆
さ
れ
て

一
際
強
調
さ
れ
て
い
る
の
は
、

李
通
玄
の
存
在
が
極
あ
て
大
き
か

っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
明
行
院
に
つ
い
て

『
雲
間
志
』
は
次
の
よ
う
に
記
し

て
い
る
。

在
南
橋

(華
亭
)
晋
天
福
五
年

(九
四
〇
)
、
里
人
蒋
漢
載
造
、

請
於
銭
忠
謙
王
、

始
名
安
和
院
、
至
太
平
興
国
八
年

(九
八
三
)
改
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賜
今
額
、

五
代
の
建
造
で
忠
監
王
よ
り
賜
額
が
あ

っ
た
。
忠
灘
王
の
援
助
で
経
論
が
整
備
さ
れ
蔵
さ
れ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

以
上
み
ら
れ
る
ご
と
く
、
正
統
華
厳
宗
の
中
で
は
異
質
な
も
の
と
み
ら
れ
た
李
通
玄
の
の
華
厳
が
、
神
異
性
に
富

み
、
五
代
呉
越
王
の

尊
崇
を
得
、
ま
た
南
唐
で
も
明
ら
か
に
深
い
信
仰
が
あ

っ
た
。
そ
の

『
論
』
は
広
く
江
南
に
伝
播
し
た
。
文
益
や
徳
紹
も
こ
れ
と
深
く
交

渉
し
た
と
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

三

次
に
漸
江
省
嘉
興
県
所
在
の
真
如
寺
に
つ
い
て
、
華
厳
と
禅
と
の
方
向
か
ら
検
討
し
た
い
。

『
嘉
禾
志
』
巻
二
十

二
に
、
真
如
寺
に
つ

い
て
、
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。

唐
至
徳
二
年

(七
五
七
)
立

つ
。
大
中
十
年

(八
五
六
)
斐
相
休
宅
を
捨
し
て
寺
と
な
す
。
為
に
改
め
て
至
徳
院
と
な
す
。
無
著
大
師

住
持
す
。
而
し
て
雪
峰
和
尚
庵
に
住
す
。
(中
略
)
宣
和
庚
子

(
=

二
〇
)
兵
火
、
そ
の
寺
僅
か
に
遺
肚
を
存
す
。
後
析
し
て
三
南
と

為
す
。
淳
煕
二
年

(
=

七
五
)
僧
戒
月
ま
た
華
厳
閣
を
建
つ
。
(中
略
)
丙
子

(嘉
定
九
年
)
兵
火
、
賢
首
教
院
亦
同
じ
く
燈

つ
。

㈹

更
に
、

「真
如
教
院
華
厳
閣
記
」
に
よ
れ
ば
、

毎
歳
之
春
、
有
般
若
社
会
、
少
長
成
集
、
以
数
千
計
、
念
諦
仏
号
、
(中
略
)
真
如
為
賢
首
十
方
教
院
、
自
紹
興
間

(
=

三

一
～

二

六
二
)
、
有
僧
用
智
者
、
華
々
重
蓋
於
兵
火
之
余
、

号
智
華
厳
、

今
戒
月
自
淳
煕
二
年

(
=

七
五
)
為
主
席
、
遂
有
意
建
華
厳
閣
、

心
不
退
転
迄
藤
於
成
、

と
あ
る
。
こ
の
寺
院
が
北
宋
か
ら
南
宋
に
か
け
て
著
名
な
華
厳
の
寺
院
で
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
春
に
は
般
若
会
が
も
た
れ
、

老
若
と
な
く
集
い
そ
の
数
も
数
千
を
数
え
た
と
い
う
。
華
厳
の
民
衆
と
の
結
び
つ
き
が
示
さ
れ
て
い
る

一
例
と
み
ら
れ
よ
う
。
真
如
寺
創

な

に

建

の
宰
相
斐
休
は
、
著
名
な
禅
教
兼
習
の
居
士
で
あ

っ
て
、

「註
華
厳
法
界
観
門
序
」
で
次
の
よ
う
に
い
う
。
す
な
わ
ち
、
世
人
は
諸
仏
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菩
薩

の
神
変
を
説
く
の
に
、
必
ず
こ
れ
を
他
術
に
仮
託
し
、
あ
る
い
は
神
変
は
虚
誕

の
辞
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
。
こ
れ
は
皆
間
違
い
で
あ

る
。
魔
妖
精
魅
が
神
変
可
能
で
あ
る
な
ら
、
法
身
聖
人
が
こ
れ
が
出
来
な
い
は
ず
が
な
い
の
で
あ
る
、
と
。

な
お
当
真
如
寺
に
住
し
た
無
著
文
喜
に
つ
い
て
、

『十
国
春
秋
』
巻
八
十
九

・
呉
越
十
三

・
列
伝
に
、

僧
文
喜
嘉
興
義
和
鎮
人
也
、
本
姓
朱
子
、
七
歳
為
僧
、
戒
律
精
厳
、
往
参
洪
州
仰
山
禅
師
、
言
下
頓
了
、
久
之
礼
五
台
、
築
室
千
頃
山
、

会

王
巣
之
乱
、
避
地
湖
州
、
住
仁
王
院
、
唐
光
啓
三
年

(八
八
七
)
武
粛
王
請
住
竜
泉
寺
、
已
又
住
聖
果
、
表
薦
賜
紫
加
号
、
日
無
著
、

と
あ
り
、
無
著
は
仰
山
禅
師
に
参
じ
た
後
、
五
台
山
に
礼
し
た
。
王
仙
芝

・
黄
巣

の
乱
を
避
け
て
湖
州
に
逃
が
れ
仁
王
院
に
住
し
た
。
武

㈲

粛
王
の
保
護
を
受
け
た
後
、
崇
福
寺
の
僧
を
師
と
し
光
化
二
年

(八
九
九
)
に
示
寂
し
た
。
こ
の
崇
福
寺
に
は
、

㈲

壁
間
絵
善
財
童
与
五
十
三
参
相
皆
仮
荘
厳
之
妙

と
あ

る
こ
と
か
ら
華
厳
の
寺
で
あ
る
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
無
著
の
、
五
台
山
な
ら
び
に
文
殊
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、

『神
僧
伝
』
巻

八
に
、

無
著
文
喜
師
、
入
五
台
山
求
見
文
殊
、
忽
見
山
翁
、
著
揖
日
、
願
見
文
殊
大
士
、
翁
日
大
士
未
可
見
、
汝
飯
未
、
著

日
未
、
翁
引
入

一

寺
、
引
著
升
堂
命
坐
、
童
子
進
璃
瑠
杯
、
貯
物
如
蘇
酪
、
著
領
之
覚
心
神
清
朗
、
(中
略
)
言
詑
童
子
与
寺
倶
隠
、
但
見
五
色
雲
中
文
殊

乗
金
毛
獅
子
往
来
、
白
雲
忽
覆
之
不
見
、

と
あ
り
、
無
著
は
五
台
山
に
入

っ
て
文
殊
に
見
え
ん
こ
と
を
求
め
、
こ
れ
を
成
就
し
た
と
い
う
。
こ
こ
で
も
真
如
寺
を
め
ぐ
る
禅
と
華
厳

と
神
異
の
関
係
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

次
に
真
如
寺
に
つ
い
て
樗
厳
大
師
子
喀
と
の
関
連
で
み
た
い
と
思
う
。

『
嘉
禾
志
』
巻
十
四
、
仙
梵
の
項
に
、

樗
厳
大
師
の
名
子
喀
、
始
め
以
て
能
く
樗
厳
経
を
講
ず
。
士
人
張
其
姓
な
る
者
、
精
厳
寺
に
迎
え
て
之
を
講
ぜ
ん
こ
と
を
請
う
。
師
疏

文
を
作
る
。
疏
の
未
だ
作
ら
ざ
る
や
、
夢
に
文
殊
口
に
入
り
、
既
に
し
て
夢
に
口
よ
り
出
で
疏
紙
と
成
る
。
こ
れ
が
為
に
貴
聴
す
る
も

の
雲
集
す
。
肉
身
真
如
寺
に
葬
す
。
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と
あ
る
。
子
喀
は
別
名
長
水
法
師
と
い
い
、
嘉
興
県
の
地
元
の
僧
で
、
北
宋
天
聖
八
年

(
一
〇
三
〇
)
に
示
寂
せ
る
も
の
で
あ

っ
た
。
こ

㈹

こ
に
示
さ
れ
る
疏
文
を
作
る
と
あ
る
の
は
、

「華
厳
疏
紗
」
で
あ
る
。
そ
の
際
文
殊
の
神
異
が
作
用
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
無

著

と
同
様
の
性
格
を
も
つ
子
落
が
真
如
寺
に
葬
ら
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
寺
を
め
ぐ
る
実
情
を
如
実
に
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

『仏
祖
歴

代
通
載
』
巻
十
八
に
、
子
玲
に
聴
衆
千
余
、
賢
首
宗
旨
を
以
て
樗
厳
経
疏
十
巻
を
述
べ
、
世
に
行
な
わ
る
と
あ
り
、
大
衆
の
支
持
を
広
く

あ

っ
め
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

結

会
昌
の
廃
仏
後
、
江
南
に
流
布
し
た
有
力
な
華
厳
宗
の

一
つ
の
流
れ
は
、
李
通
玄
の
そ
れ
で
あ

っ
た
と
考
え
る
。
そ
の
外
辺
の

一
点
に

わ

が
国
の
明
恵
上
人
が
位
置
す
る
と
考
え
る
。
元
来
神
異
と
い
う
も
の
は
、
決
し
て
次
元
の
低
い
も
の
で
は
な
く
、
特
に
華
厳
宗
に
お
い

て
は
、
五
台
山
の
文
殊
信
仰
や
竜
神
等
の
関
係
で
、
そ
の
中
心
に
位
置
せ
し
め
ら
れ
る
べ
き
重
要
な
要
素
で
あ

っ
た
。

一
般
に
唐
末
五
代

の
社
会
的
混
乱
を
反
映
し
て
か
、
諸
地
方

の
君
主
か
ら
庶
民
に
至
る
ま
で
、
と
り
わ
け
熱
心
に
五
台
山
の
神
異
な
り
霊
威
を
信
じ
、
そ
れ

に
基

づ
い
て
宗
教
的
実
践
が
な
さ
れ
て
い
る
。
特
に
李
通
玄
は
、

こ
の
時
代
の
風
潮
に
応
え
る
べ
き
対
象
た
り
得
た
。
そ
の
著

『大
方
広

仏
華
厳
経
論
』
は
江
南
の
人
々
に
受
容
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
こ
の

『論
』
が
江
南
の
寺
院
に
存
在
す
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
に
い
た
っ
て

い
る
。
そ
し
て
更
に
李
通
玄
そ
の
人
が
信
仰

の
対
象
と
な
り
、
肖
像
画
が
頒
布
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
五
代

・
宋
を
通
じ
て
こ
の
傾
向
は
変

っ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

宋
代
の
地
方
志
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
華
厳
の
寺
院
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
の
う
ち
で
、
建
て
ら
れ
た
年
次
の
明
ら
か
な
も
の
と
、

「
華
厳
」
の
名
額
を
賜
わ

っ
た
も
の
の
年
次
の
明
確
な
も
の
を
抽
出
し
て
み
る
と
、
六
十
寺
を
数
え
る
こ
と
が
で
き

る
。
小
論
で
は
具
体

的
に
例
証
を
挙
げ
る
こ
と
は
出
来
な
か

っ
た
が
、
会
昌
の
廃
仏
直
後
か
ら
造
営
が

一
貫
し
て
続
い
て
い
る
事
実
が
う
か
が
わ
れ
る
。
そ
し

て
そ
の
六
十
寺
院
中
十
六
寺
院
が
呉
越
王
銭
弘
淑

の
治
世
に
集
中
し
て
い
し
て
い
る
事
実
が
注
目
さ
れ
る
。
呉
越
江
南
の
地
と
華
厳
の
関
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係
が
少
し
く
強
調
さ
れ
る
べ
き
理
由
が
そ
こ
に
あ
る
。
後
代
の
地
志
で
、
し
か
も
禅
宗
が
宋
王
朝
の
国
家
的
保
護
下
に
発
展
し
、
多
数
の

寺
院
が
禅
宗
に
か
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
統
計
が
非
常
に
困
難
に
な

っ
て
い
る
情
況
下
で
、
な
お
こ
の
よ
う
な
数
を
あ
げ
る
こ
と
が
出
来

る
と

い
う
こ
と
は
、
当
時
の
江
南
呉
越
の
地
に
占
め
る
華
厳
の
根
強
さ
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
た
が

っ
て
禅
が
こ
の
華
厳
と
何
ら

か
の
対
決
を
迫
ら
れ
た
こ
と
は
当
然
で
あ

っ
た
と
い
え
よ
う
。
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